
相談室には、時々ですが、子供さんが来所することがあります。

学校に行けなくなった子供が、保護者と一緒に、気持ちを話しに来ることがあります。定期的

に、子供が一人で、不安や心配事でざわざわした気持ちを整理しに来ることもあります。

面談するだけで、子供たちのことを理解するのは難しいですし、言葉だけで子供たちを勇気づ

けるのも難しいことです。そこで、相談室には、いくつかの遊び道具を置いています。緊張して頑

張って話す子供たちの気持ちをほぐしたり、私が一緒に遊んで一緒に悔しがったり喜んだり、共

に愉しむ時間をつくるためです。

先日来所した彼は、面談ではおとなしい印象でし

た。でも、相談室のおもちゃで、達人に大変身。

彼に勧めたのは、バランスの悪いタイヤ型の台

にパンダのフィギュアを崩さずに積んでいくおもちゃ

です。フィギュアの表面が硬質でツルツルしている

ので、普通に積むだけでも難しいです。その上、乗

せるタイヤもツルツルしているのでまた難しく、今ま

で相談室に来た子供で、いろいろなポーズのパン

ダたちを全部積めた子供はいません。

彼は、何度か失敗していましたが、声を発するこ

とも、表情を変えることなく、淡々とチャレンジしま

す。そのうち、一体一体パンダの形を吟味するよう

になりました。さらに精神を集中して、繊細な指使

いでパンダを積むようになりました。

そして、開始から１５分ほどたったでしょうか。つ

いに、全部のパンダをタイヤに積んだのです。

すごい！！ なのに、彼は表情をほとんど変え

ません。淡々とできあがったパンダの山を見ていま

した。また、それがかっこいい！！

今日の面談の何よりも大きな収穫は、彼の強みがわかったことでした。手先の器用さ、繊細な

バランス感覚、冷静なチャレンジ精神などなど・・・。彼がすばらしい力をもっていることがわかり

ました。このおもちゃ以外にも彼の力を発揮できることがいろいろあるように思え、淡々としてい

る彼を前に、私はお母さんと一緒に大喜びしました。

子供が育つ道は、子供が苦手な漢字の読み書きや英語を頑張ることも一つでしょう。道は一

つでしょうか。子供の強みや持ち味を認め、子供が自分の強みや持ち味を伸ばし、自信をもつこ

とも、子供が育つ道だと思います。

やつしろ子ども支援相談室便り ２月号 やつしろ子ども支援相談室
(八代市教育サポートセンター内)

☆子供さんのことなら、どなたでも、気軽に
相談してください

電話 ３０－１６６９ (時間 １３：００～１７：００)
メール kodomo-sien@yatsushiro.jp




